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前   文 

わたしたちの能代市は、北に世界自然遺産白神山地を望み、西に雄大な日本海と風

の松原が広がり、地域を潤す米代川、四季を彩るきみまち阪など、美しく豊かな自然

に恵まれている。 

能代市議会は、市民がこのすばらしい自然と歴史・文化の豊かなまちに住むことに

誇りを持つこと、そして、「わ」のまち能代の発展と市民の健康で幸せな暮らしを目指

さなければならない。 

地方公共団体は、地方分権一括法※１が施行され、地域の自主性及び自立性の高まり

を期待される中にあって、議会は、二元代表制※２の一翼として、市民の意思を的確に

捉え、地域課題を研究し、議会の役割、責務の重要性を認識し、市民の負託に全力で

応えていかなければならない。 

能代市議会は、議会の公正性及び透明性並びに議会機能を高めることにより、市民

福祉の増進を図るとともに、将来にわたり市全体の持続的な発展に寄与することをこ

こに決意し、この条例を制定する。 

【趣旨】この条例を制定するに至った背景や決意を述べています。 

【解説】地方自治体が地域の自主性や自立性が求められる時代に、議会は、二元代表制の

一翼として多様な民意を的確に捉え、地域の課題を研究し、市民の皆様の負託に応

えていかなければならないことを明記しています。 

議会の公正性と透明性や、市政運営の監視機能及び立法機能を高め、これまで以

上に市民福祉の増進、市全体の持続的な発展に寄与していくとする議会の決意を述

べています。 

その礎となる、議会及び議員の活動原則や議会運営の基本的事項を明確にして実

践するため、本条例を制定するものです。 

 ※１ 地方分権一括法とは 

中央集権的な行政の在り方を見直し、国から地方へ権限や財源の移譲を進める

法律の総称です。これにより国と地方の役割分担の明確化、機関委任事務制度の

廃止、国の関与のルール化等が図られました。地方公共団体は自らの判断と責任

により、地域の実情に沿った行政を展開していくことが大いに期待されています。 

 ※２ 二元代表制とは 

議員と市長の両方を、住民が直接選挙によって選ぶ制度です。二元代表制の特

徴として、議員と市長は、ともに住民を代表し、独立・対等の立場で緊張感を保

ち、互いに抑制・均衡しながら自治体運営を行うことにあります。 
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（目的） 

第１条 この条例は、能代市議会（以下「議会」という。）及び能代市議会議員（以下

「議員」という。）の活動原則等に関する基本的事項を定めることにより、議会がそ

の機能を強化するとともに市民の負託に的確に応え、もって市民福祉の向上及び市

政の発展に寄与することを目的とする。 

【趣旨】この条例を制定する目的を定めています。 

【解説】前文で述べた議会の決意等を踏まえ、議会及び議員が守るべき基本的事項を条例

として定め、明らかにすることにより、議会の機能強化を図り、市民の皆様の負託に的

確に応えることを目指します。これにより、市民福祉の向上及び市政の発展に寄与する

ことをこの条例の目的としています。 

 

（議会の活動原則） 

第２条 議会は、次に掲げる原則に基づき活動しなければならない。 

（１） 市長その他の執行機関（以下「市長等」という。）による市政運営が適切に

行われているかを監視すること。 

（２） 公正性及び透明性を確保し、市民に分かりやすい議会活動を行うこと。 

【趣旨】第１条の目的を果たすため、議会の基本的な活動原則を定めています。 

【解説】（１）議会の基本的な活動原則は、二元代表制の一翼としての役割の一つである、

市政運営が適切に行われているかを監視することです。 

（２）議会が活動する上で守るべきは、市民の皆様から疑念や疑惑を抱かれること

のないよう、公正性及び透明性を確保することや、市民に分かりやすい活動を

行っていくことです。 

 

（議員の活動原則） 

第３条 議員は、次に掲げる原則に基づき活動しなければならない。 

（１） 市民から直接選挙で選ばれた公職である議員として、誠実かつ公正に職責

を果たすこと。 

（２） 市民の意見を的確に把握し、諸課題の調査研究及びその解決に努めること。 

（３） 自らの資質向上に努め、研さんを積むこと。 

（４） 一部団体及び地域の代表にとどまらず、市民全体の福祉の向上を目指して

活動すること。 
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【趣旨】議会を構成する議員の基本的な活動原則を定めています。 

【解説】（１）議員は、市民の直接選挙により選ばれた議員であることから、誠実かつ公正

にその職責を果たさなければなりません。 

（２）議員は、市政等に対する市民の皆様の多様な意見を的確に把握し、様々な課

題の調査研究及び解決するよう努めていきます。 

（３）議員は、市政が直面するあらゆる分野の諸課題に対して、的確な判断を行う

ことができるよう、常日頃より自らの資質の向上及び研さんを積みます。 

（４）議員は、一部の団体及び地域の代表にとどまるのではなく、常に市民全体の

福祉の向上を目指して活動します。 

 

（市長等と議会との関係） 

第４条 議会は、二元代表制の下、市長等と常に緊張ある関係を保ちつつ、議論を尽

くし、議事機関としての役割を果たしていくものとする。 

【趣旨】市長等と議会がどのような関係にあるべきかを定めています。 

【解説】議会と市長は二元代表制の下、常に対等で緊張ある関係を保ち、議会は、共に市

政の諸課題の解決のために議論を尽くし、議事機関としてその役割を果たしていきます。 

 

（市民と議会との関係） 

第５条 議会は、議会活動に関する情報や議会が有する情報の積極的な提供に努め、

透明性を高めるとともに、市民に対する説明責任を果たさなければならない。 

２ 議会は、市民が会議等を傍聴しやすい環境の整備に努めるものとする。 

【趣旨】市民と議会との関係について定めています。 

【解説】議会は、市民の皆様に対し、積極的に議会活動等に関する情報を提供することに

より、情報の透明性を高め、説明責任を果たしていきます。 

市民の皆様の会議等の傍聴については、できる限り傍聴しやすい環境整備に努めます。 

 

（議長と副議長の選出及び役割） 

第６条 議長及び副議長の選挙において当選した議員が就任を承諾する場合は、当選

の告知後、ただちに承諾のあいさつと所信の表明をしなければならない。 

２ 議長は、議会を代表して中立公正な職務遂行に努めるとともに、議会の品位を保

持し、民主的かつ効率的な議会運営を行うものとする。 

３ 前項の規定は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」という。）第１

０６条第１項の規定による副議長が議長の職務を行う場合に準用する。 
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【趣旨】正副議長の選出時の在り方と議会の代表である議長の基本的な方針を定めていま

す。 

【解説】議長及び副議長は、それぞれの職務に就任の際は、承諾のあいさつと所信表明を

します。 

議長は、議会の代表者として、特定の意見や議員・会派に偏ることなく、中立公正な

職務遂行に努め、議会の品位を保ち、民主的かつ効率的な議会運営を行っていきます。

事情により副議長が議長の職務を行う場合も同様です。 

 

（会派）※３ 

第７条 議員は、議会活動を円滑に実施するために、会派を結成することができる。 

２ 会派は、同一の理念及び政策を共有する議員で構成する。 

３ 会派は、政策の立案、提言等に際し、必要に応じて会派間の調整に努めるものと

する。 

【趣旨】会派の結成、活動などについて定めています。 

【解説】議員がより円滑な議員活動を行えるよう、会派を結成することができます。 

その構成は、同一の理念及び政策を共有する議員によることとしています。 

議会から市長等に政策の立案、提言等をする場合は、合議体としてその合意形成に努

めるため、必要に応じて会派間で調整を図っていきます。 

 ※３ 会派とは 

一般的に、共通する政策や理念を有する２人以上の議員の集まりのことをいい

ます。 

 

（議員定数の在り方） 

第８条 議会は、議員定数の在り方について、改正の検討をしようとするときは、適

宜必要な人数を検証し、必要に応じて協議の場を設けなければならない。 

【趣旨】議員定数の在り方について、改正を検討する場合の対応を定めています。 

【解説】議員定数は、広く市民の意見を反映させるという議会の役割に影響を及ぼすとと

もに、常任委員会の数や委員数を規定し、審議等の在り方も左右します。改正を検討す

る場合は、必要な人数であるか適宜検証し、必要により協議の場を設けて行います。 

 

（委員会）※４ 

第９条 常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会（以下これらを「委員会」とい

う。）は、その特性を生かした活動に努めるものとする。 
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２ 委員会の委員長及び副委員長は、中立公正で円滑な委員会の運営に努めるものと

する。 

３ 委員会は、会議を公開するよう努めるものとする。 

【趣旨】委員会の活動原則を定めています。 

【解説】委員会の活動は、それぞれ担当している部門の特性を生かした活動に努めます。

委員長及び副委員長は、中立公正で円滑な委員会運営に努めるほか、会議を公開するよ

う努めます。 

※４ 委員会とは 

委員会には、本会議から付託（審査等を委託）された案件を専門的かつ詳細に

審査したり、所管事務の調査を行う常任委員会と、議会運営に関する事項の調査

などを行う議会運営委員会のほか、議会の議決により特定の事件について審査す

る特別委員会があります。 

 

（議員間の自由討議）※５ 

第１０条 議会は、委員会において、必要に応じて議員間の活発な討議を尽くし、合

意形成に努めるものとする。 

【趣旨】委員会における自由討議について定めています。 

【解説】委員会では、必要に応じて議員間の活発な討議（自由討議）を行い、合意形成に努

めます。 

議員間討議の導入にあっては、その方法及び意思決定までの在り方など具体的な仕組

みづくりを進めていきます。 

 ※５ 議員間の自由討議とは 

議案や請願陳情の審査、所管事務の調査において抽出したテーマを議員間で自

由に討議するものです。自由討議といっても自由気ままに議論するのではなく、

審査においては論点や争点を明確にするほか、所管事務における優先課題につい

て議員間で意見を出し合い、政策にまとめることなどが期待されます。 

 

（報告会の実施及び広報の充実） 

第１１条 議会は、市民に報告する場及び市民からの意見を聴く場として、議会報告

会を行うものとする。 

２ 議会は、広報紙その他多様な情報媒体を有効に活用し、議会の活動状況を市民に

分かりやすく、かつ、速やかに伝えるとともに、積極的な情報発信に努めるものと

する。 
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【趣旨】議会報告会の実施及び情報発信について定めています。 

【解説】議会は、市民の皆様に市政及び議会活動等について報告するとともに、市政に対

する率直な意見を聴く場として、平成 29 年度から議会報告会を実施しています。 

また、定例会ごとに市議会だよりを発行しているほか、本会議のライブ配信や市ホー

ムページにより、会議録の閲覧や会議の開催周知などを行っています。 

今後も積極的な情報発信に努めていきます。 

 

（専門的知見の活用等） 

第１２条 議会は、公聴会及び参考人並びに法第１００条の２に規定する学識経験者

等による専門的事項に係る調査を活用して、市民の意見及び専門的知見を審議等に

反映させるよう努めるものとする。 

【趣旨】公聴会、参考人意見及び専門的知見の活用等について定めています。 

【解説】議案の審議等に必要な場合は、公聴会の開催、参考人の意見聴取及び学識経験者

等による専門的知見の活用を図り、審議等をより深めるとともに、それらの意見や専門

的知見を審議等に反映させるよう努めます。 

 

（政治倫理の向上） 

第１３条 議員は、市民の負託に応えるため、政治倫理の向上と確立に努めなければ

ならない。 

【趣旨】議員の政治倫理について定めています。 

【解説】議員は、市民の代表として与えられた権限と責任を深く認識し、市民の皆様の負

託に応えるため、政治倫理の向上と確立に努めます。 

当市議会は、平成 19 年に能代市議会議員政治倫理条例を定めています。 

 

（議会費の協議） 

第１４条 議長は、より円滑で適正な議会の運営及び活動を実現するため、更なる議

会の機能強化に必要な予算の確保について、市長と協議することができるものとす

る。 

【趣旨】議会活動に必要な予算の確保について定めています。 

【解説】議長は、円滑で適正な議会運営及び議会の審査や調査などの活動等の実現のため

の予算、及び更なる機能強化のために必要な予算を確保するため、予算編成の権限を有

する市長と協議することができることを定めています。 
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（政務活動費の支出） 

第１５条 議員は、政務活動費が議員の調査研究その他の活動に資するために交付さ

れるものであることを認識し、適正に支出しなければならない。 

【趣旨】政務活動費の支出の在り方について定めています。 

【解説】政務活動費の交付等については、平成 25 年に能代市議会政務活動費の交付に関

する条例を定めています。政務活動費は、議員の調査研究その他の活動に資するため交

付されるものであることを認識し、適正に支出していきます。 

 

（政策の立案及び提言） 

第１６条 議会は、政策立案機能の強化に努めるとともに、必要に応じて政策を立案

し、市長等に対し提言をするよう努めなければならない。 

【趣旨】政策立案の方針を定めています。 

【解説】議会は、政策立案機能の強化を図り、必要に応じて政策を立案します。これを市

長等に提言し、実際の予算や施策に結びつけるよう努めます。 

 

（議会改革の協議の場の設置） 

第１７条 議会は、議会の在り方を検証し、議会改革に取り組むため、必要に応じて

協議の場を設けることができる。 

【趣旨】議会改革のための協議の場の設置について定めています。 

【解説】議会は、議会の在り方が市民ニーズや社会情勢に適応したものであるか、常に検

証しながら議会改革に取り組むこととし、必要に応じて協議の場を設けることができま

す。 

 

（議会事務局の機能強化） 

第１８条 議長は、円滑かつ効率的な議会運営のほか、議会の政策立案に資するため、

法第１３８条第２項及び能代市議会事務局設置条例（平成１８年能代市条例第２０

２号）の規定により設置する議会事務局の機能強化に努めるものとする。 

【趣旨】市議会に設置している議会事務局の在り方について定めています。 

【解説】議長は、円滑かつ効率的な議会運営に資するほか、政策立案を行うため、様々な

調査研究等が必要になります。そのため、議会活動を支える議会事務局の調査能力及び

法務能力を高めるなどの機能強化に努めます。 
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（議員の研修） 

第１９条 議会は、議会の機能強化及び議員の政策立案能力の向上を図るため、議員

研修の充実に努めるものとする。 

【趣旨】第 3 条の議員の活動原則で、議員は、自らの資質向上に努め、研さんを積むこと

としていますが、そのための研修等の機会の提供等について定めています。 

【解説】議会が与えられた責任を果たすためには、議会の機能強化と議員一人ひとりが資

質の向上に努めることが必要です。そのための議員研修の情報提供や実施に努めます。 

 

（他の地方公共団体の議会との連携） 

第２０条 議会は、議会活動の向上に資するため、必要に応じて他の地方公共団体の

議会との連携に努めるものとする。 

【趣旨】議会活動向上のため、他の地方公共団体議会との連携について定めています。 

【解説】議会は、議会活動の向上に資するために、必要に応じて他の地方公共団体議会と

の連携を図るよう努めます。 

 

（緊急事態への対応） 

第２１条 議会は、災害等緊急事態の発生に際し、市長と連携するとともに、議長が

別に定めるところにより、議会の役割を踏まえた必要な対応に努めるものとする。 

【趣旨】災害等緊急事態の発生に備えた対応の方針について定めています。 

【解説】大規模災害等が発生した場合、市長は災害対策本部を設置し対応に当たりますが、

議会も一丸となって対応していく必要があります。議会は、市長と連携するとともに、

議会の役割を踏まえ、必要な対応を図るよう努めます。 

 

（他の条例等との関係） 

第２２条 議会は、議会に関する他の条例等を制定又は改廃するときは、この条例の

趣旨を尊重し、この条例の規定との整合性を図るものとする。 

【趣旨】本条例と関係する条例等との整合性について定めています。 

【解説】この条例は、議会の基本となる条例であることから、この条例に関係する他の条

例や規則、規程等の制定、改廃があった場合は、その内容を確認し、この条例との整合

性を図っていきます。 

 

 



- 9 - 

 

（見直し手続） 

第２３条 議会は、この条例の目的が達成されているか検証を行うとともに、見直し

が必要と認めるときは適切な措置を講ずるものとする。 

【趣旨】本条例の検証と見直しについて定めています。 

【解説】議会は、この条例の目的が達成されているかについて検証を行います。 

見直しが必要な場合は適切な措置を講じていきます。 

 

 

   制定 令和４年４月１日 

 


